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染

色
體
の

生

代
を
見

る

に

父

母

よ
り

來
り

し
も
の
一

核
の

内
に

混

し
て

卆

素
各

自
獨
立
の

生
活

を
爲

す
、

初
め
て

生

殖
細
匏
に

て

其

將
に

成

熟・
し

受

精
を
行
は
ん

こ

す
る

前
に

於
て

一

時
父

母

よ
う

の

染
色

體
癒
合・
し

而
む
て

後
分

離
し

再
び

獨
立
の

生

活
に

移
る

、

か

く
一

時
の

接

合
が

無

意
味
な

る

も

の

こ

は

思

は

れ

す
、

之

を
ゾ

ー

ソ

ム

シ

の

生
代
に

比

較
す
る

に

大

な
る

類

似
あ
る

を
知

ら
ん

、

即

ち

此
蟲
は

百

代
か

百
五
十

代
分

裂
を
續
れ

ば

分
裂
機
能
減

却・
し

老

　
　
染

色
體
の

減
數

分
裂
の

意

味（
谷
津）

年
に

達
す

、

其
ま
弖

に
・
し

遣

け
ば

死
す
れ
ご

他
の

蟲
ご

接
合
し

て

一

時

癒
合
・
し

後
分

離
す
れ

ば

兩
者
ご

も
新

活
氣

を

得
て

再
び

分

裂

を
初
む

、

斯
く

接
合
に

よ

り

て

若
や

ぐ

な
り
、

染
色
體
に

て

も
一

時
の

接
合
は

款

活
氣

を

得
其
中
の

遺
傳

性
基
に

變
化

を
生

じ

老

衰

よ
り

救
ふ

の
一

手

段
な
る
べ

し
故
に

受
精
も

亦
此

染
色
體
の

癒
合

の

必

要
よ

り

起
り
・
し

も
の

に

非
る

か
Q

　

以

上

述
べ

來
b
・
し

所
に

て

鐡
數
分

裂
の

意
味
の

大

體
を

窺
ひ
知
る

　

を

得
た

れ

ば
一

歩

進
み
て

此
問
題
が

如

何
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獪
面
白
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重
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な
る
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關
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あ

る

や
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。
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；
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靈
界
に
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傍
ら

雜
種
の
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題
を

考
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績
年
の

結
果

を
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雑
誌
に

出
せ

b
、

メ

ン

デ

ル

の

慧
眼
は
一

の

性
質
づ

、

・

に

ご

ま

へ一
　
り

其
親

子
に

遺
傳
す
る

に

或
規
則
あ
る

を
發

見
す
る

に

至

り

た
る

 
　

な
り

他
の

多
く

の

人
々

の

如
き
は

彼

に

反・
し

數

多
の

性

質
を
同

時

一
　
に

見
て

複
雜
の

迷
路
に

迷
ひ

し

な
り
。
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結
果
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ざ
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一
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染

色
體
の

減
數

分
裂
の

意
味（
谷
津）

偉
大
な
る

や

を
知

ら
し

め

だ

り
、

此

再
發
見
や

實
に

革
命

的
に
て

吾
人
を
動
物
學
の
一

新
期
に

進

ま
し

め

た
る

も

の

な

b
。

此
メ

ン

デ
川

の

規
則
（

ζ
窪
智
詳

緊
詈
。…
茗
Φ

）

の

實
例
こ

し
て

鼠

を

取
ら
ん

、

先
づ

血
統
正

し
き

臼

鼠
即
ち

幾
代
飼
ひ
置
く

も

他
の

色
の

鼠
出
で

さ

る

も

の

こ

同
く

血
統
正

し
き
灰

色
最
こ

の

相
ひ
の

　
　
　

灰

珀

子
は

皆
灰
色
な
り
、

上

圖
に

て

は

假
り

に

四

匹

ゾ
廠

嘉
の

孥
供

喜
・
・

次

昆
孟
中
の
・

蔘

自
、、

嫡

騙

ー
其

間

霜
の
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を
造
れ

ば

即

ち
孫

に

て

は

茨
色
の

鼠
は

白
色

鼠
の

三

倍
だ

け

生
す
。

此
一

の

性
質
（

此
塲
合
に

て

は

毛

色
）

の

斯
く

奇
異
な
る

現

象
を

呈

す
る

事
即

ち
二

代
目

の

相
の

子
に
一

の

親
の

牲

質
か

く

れ
、

三
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目
に
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三

ご

一

こ
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比

に
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再
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す
る

事
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メ

ン
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植
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に
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此

現
象
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に
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ニ
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條
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ふ
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に
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の

成

熟
せ

る

生
殖

細

胞
は

父
母

よ
り
の

性
質

を
混

有
せ

キ

常
に

純
粹
な
る

事
。

鼠
の

例
に

就
て

云
は

ん
茨

色
は

顯

性
に

て

自

色
は

陰
性
な

り

（

A

に

據
り

）

、

臼
ご

茨
の

相

ひ

の

子
の

生

殖

細
胞
に

は

白

色
な
る

性
質

ご

茨
色
な
る

性
質
の

溶

合
し
た

る

も
の

を

有
せ

ざ
る

の

み

な

ら
す

臼
色
ご

灰
色
を
共
有
せ

す
（

13

に

據
り

）

即
ち

精
蟲
に

は

白

色
を
生

す
る

も
の

と

茨
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す
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數
に

な
り

、

斯
く

す
れ

ば

其

受
精
す
る

ご

き

に

は

次
の

圖
に

示
す
が

如
く

灰
色
の

も
の
一

つ

萩

臼
兩

素
を
含

有
す
る

子

供
二

ε

白
色
の

み

を

有
す
る

も
の
一

匹
ご

な
る

白
色
は

陰
姓

な
る

故
荻

臼
を
有
す
る

は

次
色

三
15

る

故
に

メ

ン

デ

ル

の

發

見
せ
・
し

比

を

得
o

故
に

以

上
の

假
定
は

眞
な
る

が

如・
し
c

然
れ

ば
灰

白
を
有
す
る

灰

色
の

鼠、
こ

白
色
こ

の

相

ひ
の

子
の

中
に

て

萩
（

自
の

入
れ

る
）

ご

臼
ざ

の

數
が

洞
じ
な
ら

ざ
る

べ

か

ら

す
、

如

何
こ

な
れ
ば

茨
臼
の

よ

り

茨
ご

臼
の

精

蟲
生

む

白
色
の

よ

り
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白

色
の

卵
の

み

生

す
る

故
次
の

圏
の

如
く

受
精
す
べ

む
。
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（白）＋ 臼

是
は

理

論
上

な
れ

ご

實
際
は

如
何
ご

云
ふ

に

以

上
の

相
ひ

の

子
は

灰
色
の

こ

白
色
の

こ

同

數
な

b
。

故
に

之
に
て

A
ご

13
こ

の

假

定
釜

確
め

ら
る

る

譯
な
り

。

以

上
メ

ン

デ

ル

の

蜆
則

。

次
に

如
何
に

細
胞
學
が

此
メ

ン

デ

川

の

規
則

に

物
質
的
の

基
礎

を
與
へ

し
か

を
逋
べ

ん
。

　
　
　
　
　
　
　

O
　

O
　
O
　
O

駿
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バ

ッ

タ

に
て

染
色

鱧
に
一

定
の

大
さ

の

差
あ

る

を
發

見

し
陀

り
。
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む
　

む
　
む
　

　

田

盞
巳

σq

町
ぎ
曾

コ

ー

P

ギ

に

て

染
色
體
の

形
に
一

定
の

差
あ

る

を

發
見
せ

り
。

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　
　

　
む

　
む

寓
o
〈
 

置

が
、

染
色
體
の

各
自
生

理

的
に

差
あ
る

を
發
見

む
た

り
、

如
何
に

し
て

此

結
論
に

至

り
む
か

を
少・
し

逋
べ

ん
に
、

先
づ

一

細

胞
内
の

染
色
體
が

各
自
獨
立
の

官
能
を

與
る

や

如

何

を
試

驗
す

る

に

は

卵
を

分
裂
の

際
切
b
て

染
色
體
の

數
を

異
常
な
る

樣
に

二

片

　
　
染
色
體
の

載
數

分
裂
の

意
味
へ

谷

津
）

　

ご

な
し

其
各

の

發
生
の

結
果

を

見
れ

ば

よ・
し

、

然
れ
こ

も

斯
く

す

　

れ
ば

細

胞
髏
の

方
に

も
異
常
を

起
す
故
に

結
果

安
全

な

ら
す

、

故

　

に

ホ
，

へ

ー

り

ー

は

天
然
の

實
驗
を

使
用
せ

b
、

即
ち
ウ

ニ

の
一

の

　

卵
に

精
蟲
の

二

つ

入
り
・
し

も
の

は

通
常
三

或
四

片
に

同
時
に

分
裂

｝
　

す
、

か

く

分

裂
せ

し

も
の

を

無

石

次
海
水
に

て

分

裂・
し

各
分

裂
球

　

を
別
に

飼
養
す
る

に

逋
常
の

發
生

を
途
ぐ
る

も
の

極

稀
な
6
多
く

　

は

骨

片
膓
等
に

異
常
あ

b
、

斯
の

如
く

細
胞
體
質
が

皆

同
じ

な
る

　

に

も

係
ら
す

、

異
常
の

幼
龜
こ

な
る

は

全
く

染
色
體
の

分

布
の

異

　

常
に

よ

ら
ん

、

實
に

以

上
の

如
く
二

精
受
精
の

卵
を

見
る

に

染
色

　

體
は

非
常
に

不
規
則
に

て

各
分

裂
球
の

受
《

乙

染
色
體
の

數

逋
常

　

の

數
よ

り

墸
減
あ

り
、

故
に

之
れ

に

て

前
記
の

如
く

卵
を
切
る

實

〜
　

驗
を
行
は

す
し
て

遙
に

安
心
な

る

結
果

を

得
る

わ

け

な
り
、

さ

て

…
　
一

方
に

て

は

箪
爲

生
殖

あ
り

雌
の

染

色

體
の

み

に

て

發

生

を

邇

　

げ
、

他
方
に

て

は

核
の

な
き

卵
片

を

受
精
し

て

も
即

ち
精

核
の

み

…
　

に

て

も

逋
常
に

發

生
す
る

よ

り

見
る

に

染
色

體
の

量
及
び

數
が

發

　

生
に

必

要
な
ら

す・
し

て
］

定
の

組
み

合
せ

方
が

必

要
な
う
、

換
言

　

す
れ
ば
一

定
の

組
み

合
せ

を
破
れ

ば

發
生
に

異
常
を

起

す
、

此
の

　

如
く

な
る

故
に

染

色

體
が

各

自
生

理
的
に

異
る

こ

よ
り

外
の

結
論

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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染

色
盟
の

戚
數

分
裂
の

意
咏
（

谷
津
）

を

爲

す
能
は

す
。

吋

方
よ

b
む
て

は

以

上
の

如
く

染
色
體
が

互
ひ

に

大
さ

、

形

及
び

生
理

的
に

異
る

事
を

知
る

を

得
た
る

ご

同

時
に

他

方
に

て

は

巨
o

拷
σっ

c

巳
o

受

の

考
に

て

父
母

よ

b
の

相

営
す
る

染

色

體
一

時

癒

命
し

て

菽
數
分
裂
に

て

分
離
す

る

事

塑

智
な
り

た

る

之

を
メ

ン

デ
川

の

規
則
に

應
用
む

陀
る

は

訟
⊆

詳
c
＝

な

り
、

即

ち
一

の

染
色

體
中
に

多
く
の

性
質
あ

り
て

相

ひ
の

子
の

生
殖

細

胞
に

て

相

當
す

る

染
色
體
一

時
癒

倉
し

減
數
分

裂
に

て

四

細
胞
に

分
布
さ

る

よ

ご

き

二

つ

よ

に

兩
親

の

特
別
の

染
色
騰
入
る

故
メ

ン

デ

川

の

考
の

如

く

戒
熟
せ

る

生
殖

細
胞
は

特
別
の

染
色

體
即

性
質
に

於
て

純

粹
な・

b
故
に

其
受
精
に

て

三

三
の

比
を

得
る

譯
な
り
、

叉

染
色

體
全

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

數
の

事
を
考
ふ

る

続
ひ

の

子
の

成
熟
せ

る

生
殖

細
胞

量
其
受

…

精
せ

る

結
果

に

如
何

に

多

あ
種

類
あ
る

や

に

警
程
な
b
假

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

八

染
色
體
を
體

細
胞
に

事

隼
戚
し
’
、

四

を
成

熟
せ

る

生
殖

細
胞

に

あ

り
ビ

す
べ
゜
し

、

父
よ
り

ン

冨

O

じ

母

よ

り

pTC

山

寸
」

す

れ

ば

相

ひ
の

子
の

シ

ナ

ブ

シ

ス

に

て

〉

冫

罵

｝）層
（一
。

』
）

〔
广

マ
」

な
る
べ

し
、

此
が

賊
數
分

裂
に

て

四

細
胞
に

分

布
せ

ら
る

よ

ご

き

十

六
の

組
み

合
せ

を
得
べ
・
し

、

即

ち
【戸
ご

O
一
！

レ

ず

○
周

ぎ

〉
一

い

〔
二
）、

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
一

入

　
臣

切
（一
み

　

巳）
（

ニ
ン

　m
二
W

。

U‘
m『

属

OP

　
9

ぴ

。

臼

　
ε

此

等
に

　

相

應
す
右

ジ
じ

。

F

　
匹

ご

。

自’

窪

σ

O

斜

　
薗

び

。

冫
　
臣

ぎ
い

禽

　
〉

び

OP

｝

ず

巳
y

冴

一
WOH

）・

な

り
、

之
を
一

般
の

式
に

て

｛

表
せ

ば

”

夢

な

り
（

n

は

體
細
胞
に

あ
る

染

色

體
の

數
）

故
に

へ
　

其
受
精
の

結
果

は

ジ

な
り

、

ユ

リ

に

て

は

染
色
體
二

十

四
あ

れ

ば
・

厂

な
恥

§
に

て

ヂ

竺
警
藍
ゆ

な

り

二

＋
四
に

て

一
　

此
の

如・
し

况
ん
や

三
十
⊥

ハ
、

七
十
二

等
に

於
て

は

其
變
化
の

多
き

一
　

推
て

知
る

べ

む
。

　

以
上

簡
略
な
が

ら

も

染
色
體
の

個
體
説

よ
り

勅
め

て

滅
數
分
裂
の

説

朋
に

移
り

次
に

其
ご

遺
傳
ご

大

關
係
あ
る

を
見

だ
り
、

之
よ

り

進
で

メ

ン

デ

ル

の

法

則
に

從
は

ざ
る

遺
傳
の

細
胞

學
的
説
明
の

如

き

は

餘
り
に

深
入

す
る

の

恐

あ
れ
ば

之
に
て

擱
筆

。

　
（

完
）

追
加
ー
i
此

問
題
を
深
ー

知

ら
ん
ご

欲
せ

ら
る

よ

諸

君
は

次
の

論

文

を
參
照

せ

ら
る

れ
ば

裨
盆

す
る

事
少
か

ら
ざ
る
べ

じ
。

ま
く

旦
日｝
ポ
、

三

…

寄
餮
σ
・
・

誘
聟ド
ご

雪

衆
陪
。

瑟

曁

琶
。

二
…

　
　
　
三
肖
O

已
O
の

O

髣

暮
厨【
臣
｝

の

ロ

の
＝

ご

畧

髯
蚤

攣
」・

民
 

＝
げ
O

＝

拓゚

』
 

O
野

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

二 十 三 百 二 第 誌 雜 學 物 動號
一

ぐ51 ）

凛

象
。

江
r
、

o
『
．
〜．
。

蕁
ぴ

≡

匝

億

監
o｝

き・
鬘v
°

鼕
；

娼
§
p

　
望
霽
切

薯
謎
2
］

8
、

OP

．−

望
。

誓
。

≧〔
汐

霧
（

耶

三

象
歹・
δ

資
♂
門

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
σ

　

　

＜

霞
霞

喜
＝

駐一
二

。

疆
鎚
冒向
ω

。｝

琵
二
蠡
。
げ

誠
。

5
多゚

　
ヱ

葺
貫

≦’
コ。°

 
3°
i「

≡
二
ぎ・
き
塁
つ

三
・

ぎ

＝
 

隻［
ぞ
，

　

　

・

…）

；
・

＝°

　
　

　
　
　
　

…

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

」

晒

。
く

含一
「周、

｝

ご
．

£613

。

：
長一
穿
h
。

疼
。

罩
8
°・

讐
螢

『

室
算
⊆

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　

　

8
二
「

≧
こ

ぞ
蓉
〔
ざ
『

NO
一
＝＾
瓮．一

『

＜
髯
｝】

讐
簿

≧

菩
鬢尸

−

≡
鑑゚

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　

　

O（〕
切

』
ロ

／

さ一
§｝）
三．
含

客
ご．°

葦゚

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

メ

ン

デ

川

の

規
則
に

於
て

は

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
冖

　

勺

已
≡
o

算

」
磐

（一゚
、
．

O
刈

．゚
．
−

零（｝一
乙
c｝
ぎ
＝9

曽
簿

ぎ
副

』』」
2
轟
o一
】°

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　一
ぎ

9
醗

三一”

彡
♂
．

藷゚

…
竃
。

監
2、
苗

一
、

邑
。

昼
o

。
『

缶

窪
脅
曙’

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
へ

　

　

（

ポ

E
訂
二

婆．’

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
｛

　（
“
議
二

¢

　
／

＜．

嗣・
ポ

パ）
こ．凾

ー
ン
｛

9
乙
露．
ψ

ト

・

撃
く

〔

 

一

宀

角
曳

5、
”

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
 

　

　

づ

δ
oc

う（一゚

〉

ヨ，
〉（
替
P

諺
盛’

§
身

oα

o剛
」W
 ゚

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
【

雜

　
　

録

ー

　
　

　
　

麁
　
　

　
　

昊
下

　
　

　
　

5
芽

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
宀

丕

●
魚
類
m

報
隼
口

　
（

第
七

回
）

（

第
十
九
）

　
鈴
木

寅
之

助
氏
上
總

國
大
原
町
小

濱
に

て

採

集
む

た

る

者
左
の

如・
し
o

　
　
O8

晝、
o

≡
黠
、
ミ
零
『
o、，
丶

ミ
ミ・
丶

ミ
汐

　
　

ζ
丶

ミ
こ

ミ
毳

§
ぎ黙
、、．

　
　

　
本
種
は

吾
人

未
だ

見
た

る

事
無
か

り

む

者
な
b
。

千
九

百
一

年
、

男
ヨ 、
那

ダ
ソ ー

及
ス

凶
聖

，

弟
，

η

爾
氏
の

發
表
・
し

た
る

笛呷
に

も
、

　

東由
兄刪
灣
よ
h／

得
ヤ四
る

只
岬

』

　一

種

な・
り
・

し
、

　

是
れ

頗
る

ξ。

ミ
ミ
、

ミ
鋭

に

似
把
る

所
多
き
が

故
な
り
、

今
此
の

稀
品

を

得
、

採
集
者
の

勞
多
こ

せ

ざ

る

べ

か

ら

す
。

　
　ヘ
ミ、
ミ

ミ
ぎ
ミ
8

ミ
、（

ミ
ミ
鈎

　
　
ト．
ミ．〔・
こ

§
〔）
°。
斡

ミ
ミ
广

　
　

　
方
言
キ

ツ

子

　
　

者
奪

譱
零
ミ
避
さ゚

　
　

き
噂
、

§

ミ
ぐ
龕
ミ
貯卜
論・

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　一

九

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


